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安
曇
野
市
が
策
定
し
た
「
安
曇
野
市
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
で
は
、

◆
農
業
で
「
稼
ぐ
」
～
経
営
す
る
～

◆
田
園
を
「
守
る
」
～
維
持
す
る
～

◆
安
曇
野
に
「
生
き
る
」
～
暮
ら
す
～

を
三
つ
の
柱
と
定
め
、
農
業
・
農
村
振
興
の
方
向

性
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
具
体
的

な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
農
業
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
に
暮
ら
す
農
家
さ
ん
等
か

ら
の
栽
培
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
農

業
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｊ
Ａ
や
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
О
Ｂ
職
員
）
が
、
お
答
え
す
る
制
度

で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
市
農
業
再
生
協
議
会
が

委
嘱
し
た
下
記
の
四
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
に
は
】

・ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

下
記
記
載
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ら
だ
れ
で
も
お

　

問
い
合
わ
せ
頂
け
ま
す
。

・ 

ア
ド
バ
イ
ス
料
金
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

・ 

電
話
対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

の
判
断
に
よ
り
、
現
地
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
え

　

ま
す
。

【
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
】

・ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
宅
に
在
住

　

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
休
日
等
定
め
て
お
り

　

東
京
都
八
王
子
市
の
花
の
仲
卸
市
場
「
ヴ
ェ
ル

デ
ュ
ー
ル
」
内
に
お
い
て
、
安
曇
野
の
農
産
物
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ュ
ー
ル
の
代
表
者
は
、
以
前
安
曇
野

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
農
産
物
の
美
味

し
さ
、
特
に
お
米
と
水
の
お
い
し
さ
に
感
動
し
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平
成
二
十
五
年
度
か
ら
安
曇
野
市
農
業
技
術

安
曇
野
市
農
業
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

花
の
仲
卸
ス
ペ
ー
ス
で
安
曇
野
を
紹
介

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
親
交
の
あ

っ
た
花
き
生
産
者
に
「
一
緒
に
、
安
曇
野
の
農

産
物
を
紹
介
し
て
み
な
い
か
」
と
提
案
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
米
、
野
菜
を
中
心
に

六
月
か
ら
毎
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
八
王
子
を
訪

れ
、
“旬
の
も
の
”
を
テ
ー
マ
に
販
売
し
ま
し
た
。

　

米
は
重
い
た
め
初
回
に
十
袋
を
準
備
し
、
そ

の
後
は
注
文
販
売
に
す
る
予
定
で
し
た
が
、
予

想
以
上
に
好
評
で

あ
っ
た
た
め
、
毎

回
数
を
増
や
し
な

が
ら
持
参
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

料
理
の
方
法
や

次
回
販
売
し
て
も

ら
い
た
い
も
の

等
、
消
費
者
と
生

産
者
が
直
接
会
話

し
、
安
曇
野
の
紹

介
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
安
曇
野

と
い
う
地
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

現
在
は
五
名
の
生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
生
か
し
、
農
産
物
を
持
参
し
て
い
ま
す

が
、
女
性
農
業
者
や
新
規
就
農
者
を
対
象
に
仲

間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
生
産
者
が
直
接
販
売
し
、
消

費
者
と
会
話
す
る
こ
と
で
安
曇
野
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

  

（
安
曇
野
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
）

安曇野市安曇野市
農業再生協議会だより農業再生協議会だより

　

ま
せ
ん
が
、
早
朝
や
夜
間
等
以
外
で
の
お
問
い

　

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲安曇野ファン獲得を目指して

平 林 隆 之 さん
穂高地域在住

携帯
 080-8810

     -0037

山 田 清 二 さん
堀金地域在住

携帯
 080-8810

     -0038

私たちが農業技術のお手伝いをいたします。お気軽にお問い合せください。

山 本 幹 雄 さん
豊科地域在住

携帯
 080-8810

     -0039

増 澤 道 弘 さん
豊科地域在住

携帯
 080-8810

     -0040
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安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
の
米
穀
類
生
産
振
興
協
議

会
で
は
、
安
曇
野
産
米
に
ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど
の
付
加
価
値

を
つ
け
販
売
力
を
向
上
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
長
野
県
が

開
発
し
た
新
品
種
「
風
さ
や
か
」
に
つ
い
て
栽
培
・
検
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
市
内
に
普
及
し
て
い
る
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
食
味
・
収
益

性
が
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
市
内
に
設
け
た
約

八
千
六
百
㎡
の
圃
場
で
生
産
さ
れ
た
風
さ
や
か
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
特
別
栽
培
米
と
同
等
の
施
肥

設
計
で
生
産
し
、平
均
反
収
は
約
六
百
㎏
と
な
り
ま
し
た
。

食
味
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
平
均
ス

コ
ア
を
や
や
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
を
対
象
と
し

た
、
食
味
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
も

八
十
％
以
上
の
方

か
ら
「
美
味
し

い
」
と
評
価
し
て

頂
き
、
さ
ら
に
約

七
十
％
の
方
は
普

段
食
べ
て
い
る
米

よ
り
風
さ
や
か
が

食
べ
た
い
と
、
高

い
評
価
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
も
ひ
き

　

ス
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
被
害
は
、
多
く
の
花
き
農
家
が
共

通
し
た
課
題
と
し
て
抱
え
て
お
り
、
少
し
で
も
解
消
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
花
き
生
産
ハ

ウ
ス
内
と
周
辺
の
麦
畑
、
お
よ
び
畦
畔
に
生
息
す
る
ス

リ
ッ
プ
ス
の
種
類
・
捕
獲
数
調
査
を
平
成
二
十
四
年
五
月

～
七
月
に
実
施
し
ま
し

た
。

▼
調
査
目
的

　

花
き
生
産
ハ
ウ
ス
内

と
麦
畑
、
そ
し
て
そ
の

間
の
畦
畔
に
生
息
す
る

ス
リ
ッ
プ
ス
の
種
類
・

捕
獲
数
調
査
を
行
い
、

発
生
動
向
を
探
る
。

▼
調
査
方
法

　

麦
畑
・
花
ハ
ウ
ス
の
ほ
場
に
お
い
て
、
主
な
優
占
雑

草
の
摘
み
取
り
、
捕
虫
網
・
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
、
に
よ
る

虫
の
捕
獲
を
行
い
、
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
標
本
、
青
色
粘
着

生 

産 

振 

興 

事 

業

○
「
風
さ
や
か
」
栽
培
お
よ
び
食
味
評
価
検
証

○
花
き
周
辺
の
ス
リ
ッ
プ
ス（
体
長
一
．〇
㎜
～

　

一
．
八
㎜
の
微
小
害
虫
＝
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
）

　

生
息
調
査
結
果
か
ら

つ
づ
き
、
風
さ
や
か
を

栽
培
し
、
収
量
と
食
味

へ
の
影
響
の
デ
ー
タ
を

取
り
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
法
で
「
安
曇
野
風

さ
や
か
」
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。

紙
に
よ
り
種
類
別
捕
獲
数
を
確
認
し
た
。

▼
結
果

　

麦
畑
に
お
い
て
発
生
し
て
い
た
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
、

主
に
麦
に
寄
生
す
る
種
類
と
、
雑
草
や
花
に
寄
生
す
る

種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
麦
に
は
イ
ネ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

と
ク
サ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
二
種
類
が
寄
生
し
、
雑

草
や
花
に
寄
生
す
る
種
類
は
、
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヒ

ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

の
三
種
類
が
確
認
さ
れ
た
。

▼
考
察

　

花
ハ
ウ
ス
内
で
捕
獲

さ
れ
た
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

は
、
ほ
と
ん
ど
が
ネ
ギ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヒ
ラ
ズ

ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
麦
に
寄
生
す
る
ス

リ
ッ
プ
ス
で
は
な
く
、

麦
の
畦
畔
内
の
雑
草
に
生
息
す
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
花
を

直
接
加
害
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。

　

ま
た
、
麦
刈
時
期
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
ス

ト
ッ
ク
の
ハ
ウ
ス
で
は
、麦
刈
直
後
か
ら
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

を
主
と
し
た
ス
リ
ッ
プ
ス
が
麦
側
の
ト
ラ
ッ
プ
で
急
増

し
た
こ
と
か
ら
、畦
畔
雑
草
や
麦
畑
内
の
ヤ
グ
ル
マ
ギ

ク
で
発
生
し
て
い
た
種
が
飛
来
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
花
の
ハ
ウ
ス
周
辺
で
の

畦
畔
管
理
と
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
の
防
除
が
有
効
で
あ
る
と

推
測
す
る
。

※
調
査
試
験
検
証
機
関　

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
花
き
試
験
場

▲収穫前の「風さやか」

▲スリップス補虫網による20回振り

▲麦ほ場と畦畔雑草
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◆
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

　

地
域
の
手
で
農
地
や
農
道
・
農
業
用
水
な
ど
の
農
村
環

境
を
守
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
」
制
度
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
第
二
期

対
策
の
五
年
間
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
集
落
な
ど
の
単
位
で
非
農
家
も
構
成
員

と
し
た
組
織
に
よ
る
、
水
路
の
泥
上
げ
、
沿
道
の
草
刈
り

な
ど
農
村
環
境
の
保
全
活
動
へ
の
従
来
か
ら
の
支
援
（
共

同
活
動
支
援
）
に
、
老
朽
化
が
進
む
農
地
周
り
の
農
道
・

水
路
な
ど
の
補
修
や
更
新
等
の
活
動
に
対
す
る
支
援
（
向

上
活
動
支
援
）
が
加
わ
っ
た
も
の
で
す
。

◆共同活動支援

Ｈ 24 年度
（　参　考　）

Ｈ 23 年度 比　較

活 動 組 織 数 31 14 17 増

取組面積（ ha ） 1,207 481 726 増

交付金額（千円） 40,079 21,149 18,930 増

◆向上活動支援

Ｈ 24 年度
（　参　考　）

Ｈ 23 年度 比　較

活 動 組 織 数 28 5 23 増

取組面積（ ha ） 1,076 196 880 増

交付金額（千円） 46,636 8,092 38,544 増

集 

落 

支 

援 

事 

業

○
美
し
い
農
村
環
境
の
保
全
は
集
落
ぐ
る
み
で

　

活
動
に
関
わ
る
農
地
の
面
積
に
応
じ
、
国
・
県
・
市
か

ら
の
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
地
元
の
負

担
を
抑
え
た
支
援
で
す
。

　

農
地
・
農
村
は
、
産
業
と
し
て
農
作
物
の
生
産
を
支
え

る
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
田
園
風
景
の
保
全
や
地
下
水

の
涵
養
な
ど
に
寄
与
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

育
む
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

田
園
産
業
都
市
を
目
指
す
安
曇
野
市
で
は
、
取
り
組
み

集
落
が
前
対
策
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
、
広
範
な
農
地
を

対
象
と
し
て
初
年
度
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

　

先
ず
は
、
ど
の
組
織
も
農
地
・
水
路
な
ど
の
農
業
施
設

の
点
検
を
行
い
、
遊
休
農
地
の
発
生
状
況
や
、
水
路
・
農

道
の
傷
ん
だ
箇
所
を
調
べ
た
後
、
今
後
五
年
間
の
具
体
的

な
活
動
内
容
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
共
同
活
動
で
は
、
耕
作
さ
れ
ず
草
が
繁
茂
し

て
い
る
遊
休
農
地
や
水
路
・
農
道
沿
い
の
草
刈
り
、
未
舗

装
の
農
道
普
請
、

水
路
の
泥
上
げ
作

業
な
ど
、
農
家
・

非
農
家
の
連
携
の

も
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
向
上
活

動
で
は
、
施
設
点

検
で
確
認
さ
れ
た

水
路
の
漏
水
箇
所

の
補
修
を
は
じ

め
、
素
掘
り
水
路

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
路
へ
の
更

新
、
老
朽
化
が
激

し
い
Ｕ
字
溝
の
付

け
替
え
、
農
道
の

路
肩
・
法
面
の
補

修
、
未
舗
装
道
路

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
住
民

の
自
力
で
は
難
し

い
工
事
は
、
地
元

業
者
の
請
負
施
工

で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

◆
再
生
協
も
活
動
支
援

　

市
再
生
協
で
は
、
こ
の
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
制
度
を
補
完
す
る
「
田
園
環
境
保
全
管
理
活
動
推
進
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
・
水
制
度
の
取
り
組
み
に
至
ら
な
か
っ
た
集
落
に

お
い
て
も
、
定
期
的
な
農
道
や
水
路
な
ど
の
一
斉
作
業
に

よ
っ
て
、
地
域
の
農
村
環
境
が
長
年
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
集
落
へ
も
支
援
を
拡
大
し
、
市

内
七
十
二
集
落
に
対
し
て
、
活
動
費
や
組
織
運
営
費
と
し

て
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
し

た
。（
総
額
百
八
十
二
万
円
）

ら
い
す
ん

ら

わ
さ
っ
ぴ

あ
ぷ
ふ
ー
る

そ
ぱ
っ
ぴ

▲遊休農地の一斉草刈り

▲水路の漏水箇所の目地補修
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大
阪
食
肉
市
場
に
お
け
る

安
曇
野
産
牛
枝
肉
共
励
会
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
六
三

－

七
七

－

三
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
六
三

－

七
七

－

六
〇
六
〇

問
合
せ
先

安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会

　
　
　
　

（
安
曇
野
市
農
林
部
農
政
課
）

　

果
樹
共
済
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
が
契
機

と
な
り
、
果
樹
農
業
振
興
政
策
の
災
害
対
策
の
柱
と
し
て

農
業
災
害
補
償
法
の
中
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
農
家
の
相
互
扶
助
を
基
本
と
し
、
加
入
に

あ
た
っ
て
は
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
多
く
の
市
町
村
が
災
害
対
策
の
一
環
と

し
て
掛
金
の
一
部
を
加
入
者
に
助
成
し
て
お
り
、
安
曇

野
市
に
お
い
て
も
、
農
家
負
担
掛
金
等
の
二
十
％
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
が
導
入
さ
れ
四
十
年
目
を
迎
え
、
国
で
は
全
樹
種

の
平
均
加
入
率
五
十
％
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
当
組
合
で
は
「
損
害
防
止
事
業
」
や
「
大
規
模
農

家
支
援
事
業
」
の
実
施
及
び
農
家
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

加
入
方
式
の
「
提
案
型
推
進
」
に
よ
り
、
平
均
加
入
率

四
十
％
、
主
品
目
の
り
ん
ご
に
お
い
て
は
四
十
七
％
と
県

平
均
を
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
日
本
各
地
で
は
「
猛
暑
に
よ
る
干
ば
つ
」

「
集
中
豪
雨
」「
爆
弾
低
気

圧
」「
台
風
の
大
型
化
」
な

ど
に
よ
り
果
樹
に
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気
象

が
続
く
中
、
果
樹
共
済
は
果

樹
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め

の「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

安
曇
野
市
畜
産
振
興
協
議
会
は
、

市
内
の
肥
育
牛
生
産
者
の
技
術
研
鑽

と
、
共
販
・
流
通
体
系
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
十
一
月
二
十
一

日
、大
阪
食
肉
市
場
に
て
「
共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
二
十
六
頭
（
八
農
家
）
は
、
解
体
後
、
枝
肉
取

引
規
格
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
、
セ
リ
に
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞
等　

㈲
高
原
牧
場

▽
優

秀

賞

等　

㈱
降
籏
物
産

▽
優

良

賞

等　

伊
藤
雅
敏
氏

　

市
場
で
の
、
他
産
地

と
の
比
較
で
は
、
信
州

牛
が
良
質
な
た
め
、「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
安
曇

野
産
」と
し
て
安
定
し
た

出
荷
を
し
て
ほ
し
い
と

の
評
価
で
し
た
。
市
畜
産

振
興
協
議
会
で
は
、今
後

も
定
期
的
な
共
励
会
開

催
で
、
市
場
で
の
認
知

度
を
高
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
果
樹
共
済
加
入
促
進
に
つ
い
て

○
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
安
曇
野 

２
０
１
３

再 

生

 

協 

掲 

示 

板

　

万
が
一
に
備
え
て
「
果
樹
共
済
」
へ
の
ご
加
入
を
お
す

す
め
致
し
ま
す
。

　
　

 

の
う
さ
い
中
信
安
曇
野
支
所  

℡
七
二

－
五
一
九
二

問
合

せ
先

視
察
報
告

　

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
男
性
か
ら
女
性
に
バ
レ
ン
タ

イ
ン
に
は
お
花
を
贈
っ
て
欲
し
い
。
と
い
う
思
い
か
ら
、

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を

二
月
十
二
日
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
花
を
用
意
し
、
男
性
も
し
く
は
男

性
の
同
伴
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
と
い
う
回
も
設
け
た
た

め
、
参
加
者
が
少
な
く
な
る
の
で
は
、
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
全
体
で
約
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

　

参
加
し
た
方
の
中
に
は
「
昨
年
も
参
加
し
て
、
妻
に
花

を
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
、嬉
し
か
っ
た
」

と
か
「
毎
月
、
妻
に
花
を
贈
っ
て

い
る
」
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

男
性
が
女
性
に
花
を
贈
る
と
い

う
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、

恥
ず
か
し
さ
が
あ
っ
た
り
、
と
い

う
人
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
企
画
が
花
と
親
し
む
き
っ

か
け
と
な
り
、
安
曇
野
の
花
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲ひょうの被害りんご

▲相手を想って、真剣に作成


